
（様式１）

①学校名： 大学院（公立） ②所在地：

③課程名：
④正規課程／履
修証明プログラ
ム：

⑤開設年月日：

⑥責任者： ⑦定員： ⑧期間：

⑨申請する課程
の目的・概要：

⑩１０テーマへの
該当

⑪履修資格：

⑫対象とする職
業の種類：

⑬身に付けること
のできる能力：

⑭教育課程：

⑮修了要件（修了
授業時数等）：

⑯修了時に付与さ
れる学位・資格等：

⑰総授業時数： 5 単位
⑱要件該当授業
時数：

60
該当
要件

双方向、
実務家

⑳成績評価の方法：

㉑自己点検・評価
の方法：

㉒修了者の状況に
係る効果検証の方
法：

・企業・組織等における経営幹部（将来の候補者を含む）、経営者、起業を志す者
・各種事業において企画や事業開発を担当する者、地域開発・地域振興を推進する担当者　等

20名

HBMSが提供する正規課程のMBAプログラムの中から、地域における事業企画・事業開発に必要な基礎知
識（経営戦略とマーケティング）の修得と、それらを加味しての市場環境分析、事業計画策定・プロジェクト立
案に関する演習を実施する計３科目により、HBMSビジネス・エッセンシャル講座を構成する。

（講座構成）
●単位数：計５単位（すべて必修）
　【基礎科目（講義が主）】・・・「経営戦略」２単位・「マーケティングA」１単位
　【専門科目（演習が主）】・・・「地域事業開発演習」２単位

中小企業活性化

⑲要件該当授業時数
　　／総授業時数：

100%

・大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力があると認める者
・２年以上の社会経験を有する者

（身に付けられる知識、技術、技能）
経営戦略・マーケティングの基礎知識

（得られる能力）
市場環境分析、事業計画策定、プロジェクト立案

修了者に対して、修了後アンケート調査を実施し、その効果を検証する。

職業実践力育成プログラム（ＢＰ）への申請について

令和4年10月4日

大学院経営管理研究科
ビジネス・リーダーシップ専攻長

江戸　克栄
1年間

県立広島大学大学院経営管理研究科（通称HBMS: Hiroshima Business and Management School)は、広島
県などの国内外の地域における生産性向上や価値創造を目的として開設された。
HBMSは広島県西部（広島市）にキャンパスがあり、入学生は広島市及びその近郊に集中している。広島県
の公立大学として、広島県東部（福山市を中心とした備後圏域）においても経営人材教育を展開するため、
令和４年度より一部の授業科目を福山市内で開講している。
令和５年度には、経営戦略・マーケティングのベーシックな知識が修得できる講義系の基礎科目（「経営戦
略」【２単位】・「マーケティングA」【１単位】）、事業計画の策定やプロジェクト立案の手法が体得できる演習系
の専門科目（地域事業開発演習【２単位】）を開講する。これらの一連の科目をビジネスのエッセンスが学べ
る履修証明プログラムとして体系化し、正規課程のMBAプログラムへのブリッジ・プログラムと位置づける。

HBMSプロフェッショナル人材育成
講座

令和5年4月1日

広島県広島市南区宇品東一丁目1-71

履修証明プログラム

県立広島大学

当該講座を構成する授業科目３科目すべての単位認定（計５単位・６０時間の履修）

履修証明書

学校教育法第109条第1項に定める評価を実施する。また、「備後地域経営人材養成検討委員会」により、年
1回以上、連携組織と共に本講座の成果の検証や評価を行うと共に、告知・広報活動などの講座運営につい
て協議を行う。当該委員会での検討結果を次年度の課程に反映させる検討を行う。

各科目シラバスに記載の評価項目・評価基準に基づく。



㉓企業等の意見
を取り入れる仕組
み：

㉔社会人が受講
しやすい工夫：

㉕ホームページ：

事務担当者名： 所属部署：

＊パンフレット等の申請する課程の概要が掲載された資料を添付してください。
＊様式に記載いただいた内容と欄外の「※集計用データ（文部科学省使用）」に記載の内容が、一致しているかを
　 必ずご確認ください。

連絡先：
（電話番号）

（E-mail)

(082)251-9726

mba-office@pu-hiroshima.ac.jp

HBMSマネジメント課

（教育課程の編成）
連携組織との連携による企業訪問等により、最新の現地企業事情の経営課題・人材育成ニーズ等をヒアリ
ングすると共に、教育プログラム内容やプログラム実施方法等に関する意見聴収を行う。ヒアリング・意見聴
収結果に基づき、担当教員と協議の上、連携組織に共有を図りながらプログラム内容・運営を検討する。
（自己点検・評価）
「備後地域経営人材養成講座検討委員会」を発足させ、履修証明プログラムとして自己点検・評価のPDSサ
イクルを構築する。上述の検討委員会を講座実施後に受講者アンケートに基づき実施し、自己点検・評価を
行い、カリキュラムや講座運営に関する意見・改善点については、次年度プログラムを企画する際、検討事
案とする。

平日夜間及び土日を中心とした開講。講義系の科目については、欠席者自身によるキャッチアップと復習を
目的とした録画のオンデマンド配信を実施。

（ＵＲＬ）https://mba.pu-hiroshima.ac.jp/ja/

大石　恵彦
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